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インパクト投資の世界市場規模は推定7,150億ドル（約75兆円）
（2019年末 GIIN）

【機関別インパクト投資残高の保有割合＊（2019年末）】
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出所：GIIN “GIIN Annual Impact Investor Survey 2020” 

https://thegiin.org/research/publication/impinv-survey-2020


上場株式/債券を通じたインパクト投資（残高ベース）は、上場株式（19％）、
公募債（17％）を占める

【投資手法別割合】
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出所：GIIN “GIIN Annual Impact Investor Survey 2020” 
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https://thegiin.org/research/publication/impinv-survey-2020


上場株式を通じたインパクト投資は他の資産クラスに比較して近年増加傾向、
2013-2017年は57％増加、2014年-2018年は25％増加している
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出所：金融庁委託調査「上場株式投資におけるインパクト投資活動に関する調査」（ニッセイアセットマネジメント株式会社）2019

https://www.fsa.go.jp/common/about/research/20200420/report_impact.pdf


日本におけるインパクト投資残高は、5,126億円（インパクト評価を投資家に共有
しているインパクト投資残高は3,287億円）
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• 参考値）市場の最大推計値（ポテンシャル） 2 兆6,400億円
• アンケート調査で把握できた、インパクト投資残高 5,126億円 ※過年度の本調査及び報告書と同様の手法で算出

した数値※（2019年調査は3,179億円）
• アンケート調査で把握できたインパクト投資残高のうち、社会的インパクト評価の内容を投資家に共有している残高

3,287億円

出所： GSG国内諮問委員会『日本におけるインパクト投資の現状と課題』2020年度調査報告書



日本における上場株式/債券を通じたインパクト投資（残高ベース）は、上場株式（33％）,
公社債（2％）を占める
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出所： GSG国内諮問委員会『日本におけるインパクト投資の現状と課題』2020年度調査報告書



（参考）グリーン/ソーシャル/サステイナビリティボンドの関係

7出所： 金融庁ソーシャルボンド検討会議「事務局資料」

https://www.fsa.go.jp/singi/social_bond/siryou/20210310/02.pdf


世界においてソーシャルボンド発行額は14.4兆円
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出所： 金融庁ソーシャルボンド検討会議「事務局資料」

https://www.fsa.go.jp/singi/social_bond/siryou/20210310/02.pdf


国内におけるソーシャルボンド2020年）
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出所： 金融庁ソーシャルボンド検討会議「事務局資料」

https://www.fsa.go.jp/singi/social_bond/siryou/20210310/02.pdf


国内ソーシャルボンド発行体は、財投機関債が約6割、社債は3割

出所： 金融庁ソーシャルボンド検討会議「事務局資料」

https://www.fsa.go.jp/singi/social_bond/siryou/20210310/02.pdf


論点・課題の話題提供

（上場株式）
金融庁委託調査「上場株式投資におけるインパクト投資活動に関する調査」（ニッセイア
セットマネジメント株式会社）より

• インパクト測定に必要な情報開示の不足
• 事業を多角化させている大企業についてのインパクト測定
• 将来のインパクト創出可能性に関する評価
• インパクト創出と金銭的リターンとの関係に関する実証分析の蓄積
• インパクト創出に向けたエンゲージメントの在り方とその実施状況報告の在り方
• インパクト・ウォッシングへの対応とインパクト投資としてのインテグリティ

（債券）
• 資金使途限定型及び成果連動型債券でのインパクト創出
• 成果連動型債券における「インパクト性」の高低と利回りの高低の関係
• 債券保有を通じた投資家のエンゲージメントの在り方
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